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１． はじめに 













































































解釈項とする。また，図 1 でいう記号内容 1，
記号表現 1，解釈項 1 を新たな記号内容 2 と






















































































調査は平成 20 年 1 月 15 日から平成 20 年 2
月 7 日までの期間に計 6 時間，新潟県内の公




1台のビデオカメラと 1台の IC レコーダーに
よって記録した。これらの記録をもとに，調
査授業分析のための詳細な筆記録(プロトコ












第 2 時と第 3 時のこみぐあいの問題では，
図 2 の図を記載したプリントを与え，3 つの
プールではどのプールがこんでいますか？と
いう問題を出題した。面積と人数は，それぞ
れ A プールは 20 ㎡で 40 人，B プールは 25
㎡で 45 人，C プールは 20 ㎡で 45 人である。 
 













Ishi 40 は人数で、20 は面積。(人数)÷(面積)で。 
T (人数)÷(面積)？ 
Yoshi うん。そう。 




















A プール B プール C プール 
図 3. Ishi が均等化した図． 
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図 4. 枠をマスにあてはめる活動． 
筆者が 1 ㎡の枠をマスにあてはめると次の
ような会話がなされた。 























図 5. Yoshi が表記した二重数直線． 

































































A 80 18 
B 100 20 
C 80 20 
図 6. 速さの問題． 
 この速さの問題を提示したあとの解決にお







Yoshi と Ishi は，どちらが速いのかを議論し
ていた。その会話を次に示す。 
Yoshi ま、とにかく A が一番だ。 
Ishi えー？ま、そうだな。え？一番かな。 
Yoshi 4.444･･･じゃん。こっち（B）は５じゃん。 
T 80÷18 これいくつになったの？ 
Ishi そっか。 
Ishi は，Yoshi が A のほうが速いと発言す
るとそれに同意して，「そっか」と発言した。






に図 7 の二重数直線をかいて説明した。 
 
図 7. Ishi がかいた二重数直線． 
Ishi は二重数直線上で，棒線の一つ分が式
で求めた値の 4.44 になると説明した。図 7





らに Ishi のかいた二重数直線に図 8 のような
矢印を付加した。 
 





Yoshi が Ishi の二重数直線の下に 18 から 1













































































第 6 時の速さの問題を図 9 に示す。 
 











































と Ishi は，「分かった」といって，図 10 に示
す二重数直線を黒板にかいた。 
 





を割る 50 をして 100ｍを求め，15 分を割る
50 をして 0.3 分を導いた。Ishi は，二重数直
線をかくことや見て考えることで，式を導く
ことができた。二重数直線上に問題解決とな
る 100m を作り出している。 











童 3 人がプリントにかいて，問題を解決した。 
 























































































































5.2.2. 第 6 時の速さの問題 
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